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鉱山向け好調、輸出１９％増に
　コンベヤベルトの生産が堅調だ。先

ごろ発表された日本ベルト工業会の統

計によると１－８月累計のコンベヤベ

ルト生産量は９，８７１トンで前年同期比

２％増。内需は６，３４５トンで同５％減、

輸出は３，５２７トンで同１９％増加した。

　輸出は、最大輸出先であるオースト

ラリア向けは減少したが、チリやアメ

リカ、フィリピン向けが大幅に増加し

た。鉄鉱石や石炭、銅鉱山など資源開

発関連の需要が回復傾向にある。

　内需は、最大の需要先である鉄鋼メ

ーカー向けが大幅に増加。道路、トン

ネルなどインフラ関連土木工事や発電

所などエネルギー関連が引き続き好調

に推移している。

　コンベヤベルトの今後の需要動向に

ついてメーカー各社は、内需に関して

は、東京オリンピックやリニア新幹線

に関わる需要に期待している。また今

年は台風や豪雨、地震など自然災害が

多発したため、下期以降に災害復興向

け需要も増えると予想される。輸出に

ついては、資源開発国の需要動向に左

右される。

　樹脂ベルトはＰＵ製が増加

　樹脂コンベヤベルトの１－８月累計

生産量は７７万５，３００�で前年同期比
２％減。品種別ではPVCが１２万３，６４７

�で同１７％減、ポリウレタンが５４万
３，５９５�で同４％増、その他が１０万
８，０５８�で同１１％減少した。
　樹脂ベルトは、主要需要先である食

品分野、物流分野がともに好調。物流

分野はネット販売が急速に普及したこ

とで、配送拠点の拡充が進み需要が大

幅に増加している。業界関係者による

と、配送センターの新設案件は２０２０

年まで続く見通しで、まだ数年、好調

さが持続する見通しだ。その後はメン

テナンス需要が予想され、物流分野は

今後も堅調に推移すると思われる。

　食品分野は、食品工場での衛生管理

がさらに厳しくなっており、洗浄性や

抗菌・防カビ、異物混入防止などの機

能性向上が強く求められている。ま

た、食品衛生法の改正により、食品衛

生管理の国際標準的な手法である

HACCPが食品関連企業に対して義務

化される見通しだ。これにより新たな

需要が創出される可能性もあり、衛生

管理機能をさらに高めた製品の開発に

各社が取り組み始めている。

　JRCは国内シェアトップのベルトコ

ンベヤ部品メーカー。ローラやプーリ

が主力製品で、全社売上高の７割以上

を占める。

　同社が現在、力を入れて取り組んで

いるのが、ベルトコンベヤの「ソリュ

ーション」だ。

　同社の浜口稔社長は２０１４年の社長

就任後、ソリューション推進部を設

置。ベルトコンベヤのトータルソリュ

ーションプロバイダーとして、ユーザ

ーのあらゆる要望に応えるための体制

を整えた。その一環として始めたの

が、各種ソリューション（トラブル解

決）製品の開発・製造・販売で、「事故

を未然に防ぎ、生産性の向上、メンテ

ナンスコスト削減のため、ベルトコン

ベヤのトラブルを解消する製品の取扱

を始めた」（浜口社長）。

　ソリューション製品の販売を開始し

て５年目になるが、近年の安全対策意

識の高まり・現場のメンテナンスコス

ト削減の動きもあり、同社の取り組み

が次第に認知、評価されはじめている

という。

　主な製品の特徴を説明すると、「調整

式A型押さえリターンアイドラ」は、

ベルトの反発力を利用してリターン側

から蛇行を修正することができる。コ

ンベヤのリターン側で、ベルト端部を

トラフに押し付けることで発生するベ

ルトの反発力を利用して蛇行修正を行

うアイドラ。ベルトの偏りが顕著に発

生している場合、片側を強く押し込む

ことで調芯効果を発揮する。

　そのほか「吊り下げ式自動調芯リタ

ーンアイドラ」「自動調芯キャリヤアイ

ドラ」「トロア式ガイドアイドラ」「手

動調芯リターンアイドラ」などをライ

ンアップしている。

　「ドミノ式キャリヤスタンド」は、

ローラ交換時の危険率低減と作業時間

の大幅短縮が可能。付属のボルトを外

し、スタンドを傾けるだけで簡単にロ

ーラの取り外し・取り付けが可能で、

作業時間を９割以上短縮することがで

きる。またピンを抜き手前にスライド

するだけで引き出し式交換ができる

「引き出し式キャリヤスタンド」も品

揃えしている。

　２年前に発売した強力ベルトクリー

ナー「アスゴ・スカルパー」も注力製

品のひとつ。米国アスゴ社の製品で、

過酷な使用環境に耐える剛性構造に加

え、あらゆる搬送物のベルトへの付着

を強力に掻き取り続けることができ

る。ピン２本を抜き差しするだけで簡

単にブレード交換ができ、ベルトに優

しいテンション自動調整機能なども持

つ画期的なベルトクリーナーとして採

用するユーザーが増えている。

　そのほか安全柵、コンベヤカバーな

ど、コンベヤ作業現場の安全・安心を

保証する製品群を取り揃えている。

　同社によると「ベルト付着物でベル

トが蛇行し、ベルトの蛇行から搬送物

の荷こぼれが発生するように、『付着』

『摩耗』『蛇行』『落鉱』『荷こぼれ』

『飛散』『火災』『人身事故』など、ベ

ルトコンベヤのトラブルは歯車のよう

に互いに影響しながら拡大していく」

という。

　こうしたトラブルの連鎖を防ぐため

JRCでは、コンベヤ設備のトータルソ

リューションを提案している。

強力ベルトクリーナーなど販売

国内トップのベルトコンベヤ部品メーカー

ソリューションに注力し、作業現場の安全を確保

強力ベルトクリーナー
「アスゴ・スカルパー」
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